
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　訓

　令 

○
職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令                 

四
二
三 

　告

　示 

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
よ
り
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
を
指
定
す
る
件                     

四
二
四 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件                   

四
二
四 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件             

四
二
四 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
再
開
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件             

四
二
五 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
新
設
の
届
出
が
あ
っ
た
件                           

四
二
五 

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件                         

四
二
五 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
り
県
が
意
見
を
述
べ
た
件                             

四
二
六 

○
計
量
器
の
定
期
検
査
を
実
施
す
る
件                                             

四
二
六 

○
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
に
公
金
事
務
を
委
託
し
た
件                                 

四
二
六 

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
件                                       

四
二
七 

○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件                                                     

四
二
七 

○
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件                         

四
二
七 

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所
有
者
等
の
所 

　在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件
三
件                       
四
二
七 

○
土
地
区
画
整
理
組
合
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
件                                 
四
二
八 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

訓

　
　令 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
訓
令
第
十
一
号 

本

　庁

　機

　関

　

 

出

　先

　機

　関

　

 

　職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

　
　
　職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

　職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
訓
令
第
二
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て

い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。 

　

 

　

 
 

改

　正

　後

改

　正

　前

 
 

 

別
表
第
二
（
第
六
条
関
係
）

　
　
　
　
　
　

 

別
表
第
二
（
第
六
条
関
係
）

　
　
　
　
　
　

 

機
関

共
用
被
服
の
品
目

機
関

共
用
被
服
の
品
目

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

建
設
事

工
事
検
査
用

　保
護
帽

　

 

建
設
事

工
事
検
査
用

　保
護
帽

　

 

務
所

　

 

工
事
検
査
用

　作
業
帽

　

 

務
所

　
工
事
検
査
用

　作
業
帽

　

 

工
事
検
査
用

　作
業
服

　

 

工
事
検
査
用

　作
業
服

　

 

工
事
検
査
用

　雨
衣

　
　

 

工
事
検
査
用

　雨
衣

　
　

 

工
事
検
査
用

　ゴ
ム
手
袋 

工
事
検
査
用

　ゴ
ム
手
袋 

工
事
検
査
用

　ゴ
ム
長
ぐ

工
事
検
査
用

　ゴ
ム
長
ぐ

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

工
事
検
査
用

　防
寒
服

　

 

工
事
検
査
用

　防
寒
服

　

 

除
雪
作
業
用

　防
寒
服

　

 

除
雪
作
業
用

　防
寒
服

　

 

除
雪
作
業
用

　防
寒
ぐ
つ 

除
雪
作
業
用

　防
寒
ぐ
つ 

除
雪
作
業
用

　ゴ
ム
手
袋 

除
雪
作
業
用

　ゴ
ム
手
袋 

ダ
ム
管
理
用

　雨
衣

　
　

 

ダ
ム
管
理
用

　雨
衣

　
　

 

ダ
ム
管
理
用

　ゴ
ム
手
袋 

ダ
ム
管
理
用

　ゴ
ム
手
袋 

ダ
ム
管
理
用

　ゴ
ム
長
ぐ

ダ
ム
管
理
用

　ゴ
ム
長
ぐ

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

保
護
帽

　
　
　
　
　
　
　

 

保
護
帽

　
　
　
　
　
　
　

 

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

作
業
帽

　
　
　
　
　
　
　

 

作
業
帽

　
　
　
　
　
　
　

 

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

作
業
服

　
　
　
　
　
　
　

 

作
業
服

　
　
　
　
　
　
　

 

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

雨
衣

　
　
　
　
　
　
　
　

 

雨
衣

　
　
　
　
　
　
　
　

 
道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

─────────────────────────────────────────────────────────── 
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ゴ
ム
長
ぐ
つ

　
　
　
　
　

 

ゴ
ム
長
ぐ
つ

　
　
　
　
　

 

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

道
路
河
川
砂
防
巡
視
用

　

防
寒
服

　
　
　
　
　
　
　

 

防
寒
服

　
　
　
　
　
　
　

 

盛
土
監
視
用

　保
護
帽

　

 

盛
土
監
視
用

　作
業
帽

　

 

盛
土
監
視
用

　作
業
服

　

 

盛
土
監
視
用

　雨
衣

　
　

 
盛
土
監
視
用

　ゴ
ム
長
ぐ

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

盛
土
監
視
用

　防
寒
服

　

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

附

　則 

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
職
員
業
務
課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

告

　
　示 
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号 

　土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有

害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

令
和
六
年
八
月
三
十
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　指
定
す
る
区
域 

田
村
郡
三
春
町
大
字
熊
耳
字
大
平
七
番
一
の
一
部
で
次
の
図
に
示
す
区
域 

二

　指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
（
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則

（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又

は
土
壌
含
有
量
基
準
（
同
条
第
二
項
の
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
（
土
壌
汚
染
対
策
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害
物
質
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
種
類 

１

　土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物 

２

　土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

な
し 

　（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
水
・
大
気
環
境
課

及
び
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
環
境
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
水
・
大
気
環
境
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
三
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ

せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 
 

 
 

名

　
　
　
　
　
　
　
　称

所

　
　
　在

　
　
　地

指
定
年
月
日

 
 

 
 

よ
し
だ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
白
河
市
結
城
一
一
三
番
地
一

　
　
　
　
　
令
和
六
年
七
月

 
 

一
日

　
　
　
　 

 
 

 

コ
ス
モ
調
剤
薬
局
あ
だ
た
ら
店

二
本
松
市
油
井
字
石
倉
七
六
︱
三

　
　
　
同
年
八
月
一
日

 

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
福
島
玉
川
薬

石
川
郡
玉
川
村
大
字
小
高
字
北
畷
三
五
番 

同
日

　
　
　
　

 

局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
四
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

名

　
　
　
　
　
　
　
　称

所

　
　
　
　在

　
　
　
　地

廃
止
年
月
日

月
舘
町
歯
科
診
療
所

　
　
　
　
伊
達
市
月
舘
町
布
川
字
西
原
三
一
の
一

　
令
和
六
年
六
月

三
〇
日

　
　
　

ク
オ
ー
ル
薬
局
鏡
石
北
店

　
　
岩
瀬
郡
鏡
石
町
鏡
沼
二
一
四

　
　
　
　
　
同
日
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　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
再
開
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

名

　
　
　
　
　
　
　
　称

所

　
　
　
　在

　
　
　
　地

再
開
年
月
日

た
か
だ
ば
し
整
形
外
科
ク
リ

会
津
若
松
市
北
会
津
町
東
小
松
字
北
古
川

令
和
六
年
七
月

ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
日

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
の
新
設
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
及
び
同
条
第
二
項
に

規
定
す
る
添
付
書
類
を
令
和
六
年
八
月
三
十
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産

業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政

課
及
び
郡
山
市
産
業
観
光
部
産
業
雇
用
政
策
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

一

　大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

（
仮
称
）
喜
久
田
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
ー
ル

　福
島
県
郡
山
市
東
原
三
丁
目
百
八
十
四
番 

二

　大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名

称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名 

１

　大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者 

名
称

　株
式
会
社
し
ま
む
ら 

代
表
者
の
氏
名

　代
表
取
締
役

　鈴
木

　誠 

住
所

　埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
北
袋
町
一
丁
目
六
百
二
番
一
号 

２

　大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

名
称

　株
式
会
社
し
ま
む
ら 

代
表
者
の
氏
名

　代
表
取
締
役

　鈴
木

　誠 

住
所

　埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
北
袋
町
一
丁
目
六
百
二
番
一
号 

三

　大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

令
和
七
年
四
月
十
七
日 

四

　大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

千
九
百
三
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル 

五

　大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

１

　駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

㈠

　位
置

　別
紙
図
面
の
と
お
り 

㈡

　収
容
台
数

　七
十
三
台 

２

　駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

㈠

　位
置

　別
紙
図
面
の
と
お
り 

㈡

　収
容
台
数

　十
台 

３

　荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

㈠

　位
置

　別
紙
図
面
の
と
お
り 

㈡

　面
積

　五
十
平
方
メ
ー
ト
ル 

４

　廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

㈠

　位
置

　別
紙
図
面
の
と
お
り 

㈡

　容
量

　六
十
四
立
方
メ
ー
ト
ル 

六

　大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

１

　大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

開
店
時
刻

　午
前
十
時 

閉
店
時
刻

　午
後
八
時 

２

　来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
三
十
分
ま
で 

３

　駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

㈠

　数

　四
箇
所 

㈡

　位
置

　別
紙
図
面
の
と
お
り 

４

　荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

二
十
四
時
間 

七

　届
出
年
月
日 

令
和
六
年
八
月
十
六
日 

　（
「
別
紙
図
面
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
縦
覧
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
の
新
設
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
六
年

八
月
三
十
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
矢
吹
町
商
工
観
光
課
に
備
え
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置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 
一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

（
仮
称
）
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト
新
矢
吹
店

　福
島
県
西
白
河
郡
矢
吹
町
新
町
百
八
十
六
番
十
八
ほ
か 

二

　法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
矢
吹
町
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要 

意
見
な
し
。 

三

　法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要 

意
見
書
の
提
出
な
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
六

年
八
月
三
十
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
喜
多
方
市
産
業
部
商
工
課
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

（
仮
称
）
コ
メ
リ
ハ
ー
ド
＆
グ
リ
ー
ン
喜
多
方
松
山
店
・
（
仮
称
）
薬
王
堂
喜
多
方
松
山
店

　福

島
県
喜
多
方
市
松
山
町
鳥
見
山
字
上
天
神
五
番
ほ
か 

二

　法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
県
の
意
見
の
概
要 

意
見
な
し
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
八
十
九
号 

　計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
計
量
器
の
定
期

検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　計
量
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
が
指
定
し
た
場
所
で
実
施
す
る
検
査 

検
査
区
域

対
象
と
な
る
特
定
計
量
器

検
査
の
期
日
及
び
時
間

検

　査

　場

　所

白
河
市
（
表 

非
自
動
は
か
り
（
計
量
法 

一
〇
月
一
日

　
　
　
　
　

 

白
河
市
役
所

　
　

 

郷
、
大
信
及
び

施
行
令
（
平
成
五
年
政
令 

午
前
一
一
時
か
ら

　

 

東
を
除
く
。
） 

第
三
二
九
号
）
第
五
条
第 

午
前
一
二
時
ま
で

　

 
 

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ 

午
後
一
時
か
ら

　
　

 

 

る
も
の
を
除
く
。
以
下
同 

午
後
四
時
ま
で

　
　

 

じ
。
）
、
分
銅
及
び
お
も 

 

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
〇
月
二
日

　
　
　
　
　

 

同

　
　
　
　
　
　

 
 

 

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら 

 
 

午
前
一
二
時
ま
で

　

 
 

 

午
後
一
時
か
ら

　
　

 
 

 

午
後
四
時
ま
で

　
　

  

一
〇
月
三
日

　
　
　
　
　

 

同

　
　
　
　
　
　

 
 

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら 

午
前
一
二
時
ま
で

　

右
に
掲
げ
る
市 

右
の
特
定
計
量
器
で
、
右 

一
〇
月
四
日
か
ら
一
一
月 

福
島
県
計
量
検
定 

の
検
査
を
受
け
な
か
っ
た 

一
日
ま
で
（
土
曜
日
、
日 

所

　
　
　
　
　
　

 

も
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 

曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
） 

午
前
九
時
か
ら

　
　

 

午
前
一
一
時
三
〇
分
ま 

で

　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
一
時
か
ら

　
　

 

午
後
三
時
ま
で

　
　

二

　特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
検
査
場
所
で
実
施
す
る
検
査 

検

　査

　区

　域

対
象
と
な
る
特
定
計
量
器

検

　査

　の

　期

　日

白
河
市
（
表
郷
、
大
信

非
自
動
は
か
り
、
分
銅
及
び
お
も
り 

一
一
月
一
日
か
ら
一
二
月
二 

及
び
東
を
除
く
。
）

　

〇
日
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜 

日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
計
量
検
定
所
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
号 

　地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

公
金
の
収
納
に
関
す
る
事
務
を
次
の
と
お
り
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
（
同
条
第
二
項
の
指
定
公
金
事
務

取
扱
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
委
託
し
た
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　指
定
公
金
事
務
取
扱
者
の
名
称 
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柴
田
文
具
店

　安
積

　淳
子 

二

　指
定
公
金
事
務
取
扱
者
の
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地 

福
島
県
郡
山
市
日
和
田
町
字
日
向
五
十
六
番
地 

三

　指
定
公
金
事
務
取
扱
者
に
指
定
し
た
日 

令
和
六
年
四
月
一
日 

四

　指
定
公
金
事
務
取
扱
者
に
委
託
し
た
公
金
事
務
に
係
る
歳
入
等
又
は
歳
出 

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
農
産
物
等
販
売
代
金 

五

　指
定
公
金
事
務
取
扱
者
に
委
託
し
た
日 

令
和
六
年
四
月
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
業
振
興
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
一
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
和
町

土
地
改
良
区
か
ら
令
和
六
年
七
月
三
十
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
同
年
八
月

二
十
二
日
認
可
し
た
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
二
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　保
安
林
の
所
在
場
所 

南
相
馬
市
原
町
区
金
沢
字
浦
一
九
四
の
五
、
一
九
四
の
六
、
一
九
五
の
三
、
一
九
五
の
四
、
一
九

九
の
一
、
二
〇
〇
の
二
、
二
〇
四
の
三
、
二
〇
五
の
三
、
二
〇
五
の
四
、
二
〇
六
の
一
、
二
〇
六
の

三
、
二
〇
七
、
二
三
二
、
二
五
七
の
二
、
二
五
八
の
二
、
二
五
九
の
二
、
二
六
〇
の
二
、
二
六
一
の

二
、
二
六
二
の
二
、
二
六
五
の
二
、
二
七
九
の
二
、
二
八
一
の
二
、
二
八
二
の
二
、
二
八
八
か
ら
二

九
五
ま
で
、
字
船
沢
一
五
六
か
ら
一
六
二
ま
で
、
原
町
区
北
泉
字
地
蔵
堂
四
八
六
の
八
、
四
八
七
の

三
、
五
六
六
の
一
、
字
脇
六
五
〇
の
三
、
八
〇
六
か
ら
八
一
五
ま
で 

二

　指
定
の
目
的 

潮
害
の
防
備 

三

　指
定
施
業
要
件 

１

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

㈡

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
南
相
馬
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈢

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

２

　立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
南
相
馬
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
三
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保

安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所 

い
わ
き
市
遠
野
町
大
平
字
皿
貝
七
六
の
一
一 

二

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三

　解
除
の
理
由 

指
定
理
由
の
消
滅 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
四
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
磐
梯
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名 

鈴
木
傳
次

　鈴
木
寅
一

　田
部
酉
蔵

　田
部
平
三

　田
部
覚
三

　五
十
嵐
嘉
次
郞

　鈴
木
熊
吉

　

鈴
木
爲
重

　遠
藤
久
次

　篠
原
辰
多
郎

　鈴
木
泰
由

　遠
藤
善
次
郞

　遠
藤
辰
次
郞

　小
林
喜
多
郞

　小
田
部
万
吉

　村
社
山
神
社

　田
部
善
三

　深
澤
吉
三

　吉
田
庄
江

　鈴
木
利
光

　遠
藤
鉄
次
郞

　遠
藤
利
吉

　遠
藤
好
三

　遠
藤
市
次
郞

　穴
沢
岩
次
郞

　鈴
木
善
弥

　鈴
木
千
代
松

　田
部
久
四

郎

　遠
藤
由
安

　田
部
清
吉

　鈴
木
忠
三
郎

　鈴
木
八
百
吉

　鈴
木
林
四
郎

　鈴
木
林
三

　鈴
木
耕

吉

　遠
藤
德
多
郎

　鈴
木
新
多
郎

　田
部
留
次

　束
田
宗
三
郎

　伊
賀
四
郎
吉

　鈴
木
熊
三

　鈴
木

悌
造

　田
部
又
吉

　鈴
木
和
吉

　鈴
木
進

　鈴
木
栄
吉

　鈴
木
弥
作

　鈴
木
巳
之
吉

　遠
藤
多
吉

　

遠
藤
宇
吉

　遠
藤
善
四
郎

　穴
沢
善
吉

　伊
賀
寅
八

　五
十
嵐
円
次

　田
部
市
三

　遠
藤
萬
三

　鈴

木
儀
八

　鈴
木
鳥
吉

　五
十
嵐
庄
多
郎

　鈴
木
福
松

　伊
賀
美
津
意

　麓
山
神
社

　五
十
嵐
嘉
七

　

吉
田
庄
重

　あ
い
づ
農
業
協
同
組
合

　磯
部
辰
衛

　川
井
章

　武
田
道
正

　鈴
木
傳

　半
澤
豊
壽

　

渡
部
吉
多
郎

　磯
部
庄
意

　武
田
哲
夫

　瀬
田
正
光

　鈴
木
喜
代
志

　穴
澤
次
四
郎

　穴
沢
次
四
郎
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　小
林
吉
三

　青
木
勝
昭

　鈴
木
利
彦

　大
竹
富
子

　深
沢
吉
三

　八
島
祥
子

　武
田
道
男

　秋
山

平
次 

二

　通
知
の
内
容
の
要
旨 

１

　保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。 

２

　当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
六
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
号
）
に
よ
る
こ
と
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
五
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変

更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る

た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
南
会
津
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し

た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名 

河
原
田
惣
一

　河
原
田
寅
市

　五
十
嵐
藤
平

　菅
家
ト
シ
エ

　菅
家
喜
三

　菅
家
堅
二

　星
秀
司

　星
武
丸

　大
森
タ
ミ
子

　馬
場
誠
二

　武
田
武
彦

　平
野
時
男

　鈴
木
久

　馬
場
弘
道

　佐
野
進

武

　佐
野
博
三

　佐
野
覺
重

　大
山
直
樹

　馬
場
太
郎
右
エ
門

　渡
部
昌
弘

　芳
賀
愛
一

　芳
賀
洋

助

　田
中
修
志

　平
野
隆
三 

二

　通
知
の
内
容
の
要
旨 

１

　保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
こ
と
。 

２

　当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
六
年
福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号
）
に
よ
る
こ
と
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変

更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る

た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
三
島
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。

当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名 

鈴
木
庄
七

　鈴
木
辰
二

　鈴
木
一
美

　片
山
富
夫

　片
山
賢
一

　片
山
ス
マ
子

　海
老
名
藤
吉

　

海
老
名
康
衛

　阿
部
德
吉

　阿
部
幸
英

　若
林
徳
三
郎

　目
黒
克
志

　目
黒
和
夫

　目
黒
一
男

　田

中
源
司

　西
堀
哲
子

　酒
井
善
八

　細
堀
忠
信

　細
堀
辰
也

　佐
久
間
安
之
助

　斎
藤
賢
夫

　栗
城

藤
衛

　栗
城
忠
雄

　栗
城
美
弘

　栗
城
亙

　栗
城
朔
郎

　栗
城
光
夫

　栗
城
イ
セ

　角
田
芳
三 

二

　通
知
の
内
容
の
要
旨 

１

　保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
こ
と
。 

２

　当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
六
年
福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号
）
に
よ
る
こ
と
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
九
十
七
号 

　土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土

地
区
画
整
理
組
合
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。 

　
　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　土
地
区
画
整
理
組
合
の
名
称

　伊
達
市
堂
ノ
内
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合 

二

　事
務
所
の
所
在
地

　福
島
県
伊
達
市
原
島
百
五
番
地 

三

　設
立
認
可
の
年
月
日

　令
和
三
年
三
月
二
日 

四

　変
更
認
可
の
年
月
日

　令
和
六
年
八
月
三
十
日 

五

　変
更
の
内
容

　事
務
所
の
所
在
地 

変
更
前

　福
島
県
伊
達
市
原
島
百
五
番
地 

変
更
後

　福
島
県
伊
達
市
鶴
田
七
十
四
番
一

　カ
ー
サ
伊
達
一
〇
二
号
室 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
） 
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